
 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月号 

大津市立志賀北幼稚園 地域通信   園長 髙山 恵美子  

TEL 077-592-1178  Mail otsu2734@city.otsu.lg.jp 

 し が き た 

立春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続いてい

ます。氷ができるかな…と園庭にバケツを置くもの

の、なかなか氷には出会えない日が続いています。

花壇に植えた菜の花は、つぼみが膨らみ始めまし

た。春は少しずつ近づいているようですね。 

 

👹オニがきたー！！ 

31 日に節分の豆まきをしました。登園時、玄関前

で保育主任が豆を煎る様子を興味深く見る子ども

たち。「においがしてきた～」感じたことや知ってい

ること口々に話します。 

クラスでは節分や豆まきについて先生から話を

聞きました。おなかの中にいるオニ（甘えんぼオニや泣

き虫オニ、いばりんぼオニなど）をやっつけようとなったク

ラスや、ヒイラギの葉を触り「トゲトゲして痛いな。

これを入口に貼ったらオニは部屋まで入れないは

ず」と作戦を立てたクラスもあったようです。自分

たちでつくったお面や豆入れをもち、いよいよ豆ま

きです。 

その時、響き渡る声。「オニがきたー！！」オニは

園舎裏（テニスコート方面）から現れ、テラスに近づきま

す。「オニは外ー！」と 5歳児の元気な声。続いて 4

歳児、3 歳児。最前列で豆を投げる子、先生の近く

に身を寄せる子、怖くて保育室から出られない子な

ど様々です。行きつ戻りつの末、みんなの「オニは

外ー！」の大合唱と豆パワーでオニは退散。幼稚園

に平和が戻りました。 

 

節分は、自分の内面とも向き合う行事ではないか

と考えています。苦手や怖さに立ち向かう力、仲間

を信じる力、一歩踏み出す勇気などは、子どもたち

につけてほしい力の一部です。怖い鬼が登場するこ

とにも意味を込めているのです。 

子どもの「怖い」「嫌だ」「苦手」などネガティブ

な感情を大人がある程度は避けることはできます

が、それでは子どもの経験の幅は広がりません。で

も、克服できれば様々なことを経験できる可能性が

生まれます。子どもたちが自発的・主体的にチャレ

ンジする気持ちを後押しできるのです。 

子どもたちの可能性を信じて、次のチャレンジを

見守りたいと思います。春はもうすぐです！ 

りす組のみんなの広場では、ペンギンやウサギなどいろいろな動物に変身した

子どもたちが、先生扮するクマさんと一緒に遊びました。お礼に麺やネギをくれ

るクマさん。「なんでやね～ん！」とツッコミ。最後は、みんなでラーメンをつく

りました。本番はどんな姿を見せるのか⁉とドキドキの担任をよそに、いつも通

りにそれぞれらしさを発揮した、りす組の発表会でした。 

県の事業「滋

賀スポーツの

子」BSC のじ

ょなコーチが

来てくれまし

た。テンポよ

く、体を動か

したくなる指

導で、3クラス

ともたっぷり

遊びました。 

現れたのは赤オニと黒オニ。「オニは〇〇さんやろ～」と余裕

の表情で考察を繰り広げていたAちゃんたち。オニが近づくと、

さっきまでの威勢はどこへやら…必死の形相で退避！「え～！

先生の事を守ってくれるって言ってたや～ん」担任の悲痛な声

が響いてました。 

地域の方から

いただいた壁

面飾りです。

鬼やおかめの

表情に癒され

ます。 

4 歳児が植えた

スナップエンド

ウに問題発生！

ようやく出た芽

が、何者かに狙わ

れている様子。誰

が狙っているの

か、どうやって芽

を守るのか、子ど

もたちと先生の

作戦会議が進行

中。のんびりして

いる暇はない！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かいたりつくったり… もうすぐ作品展 
子どもたちの小さな手は、いろいろな芸術を

生み出します。「〇〇をつくりたい！」と目的を

もってつくる姿や本物みたいに…と細部までこ

だわる姿、偶然できたものを〇〇みたいと見立

てる自由な発想、迷いがなく、思い切りがいい

のも幼児期ならではです。 

人形をつくり、遊びながら家や乗り物ができ

ました。隣でつくっている友達とのやりとりの

中で、次の「やってみよう」がみつかりました。

高さをそろえるにはどうしたらいいか考えた

り、必要な数をそろえたり、友達と力を合わせ

る姿もありました。 

自分がかいたりつくったりしたものを見ても

らう時の嬉しそうな顔、話すときの生き生きと

した表情は、眩しいほどです。遊びの中の作品

展、ぜひ多くの方のご来場をお待ちしています。 
 

推奨 一日 5分の親子絵本タイム！ 

5 歳児は、月に一回、30分程度、重田さんに

よるおはなし広場があります。広場では、季節

の手遊びや絵本の読み聞かせと素話をしていた

だきます。素話は「りんご」と聞いたら、頭に

りんごを描きながらお話を聞きます。「見る」と

いう手掛かりがない中で、お話を楽しむために

は集中力や想像力が必要です。短いお話からの

スタートでしたが、この時期になると長めのお

話も楽しめるようになってきました。 

先日の参観では、その様子を保護者の方に見

ていただくと共に、重田さんの経験からの「絵

本と子育て」についてのお話も聞かせていただ

きました。絵本選びのポイントは、野菜や果物

が本物のように描かれている、『三匹のやぎのが

らがらどん』のように昔から読み継がれている、

行ったら帰ってくる物語、起承転結がある、勧

善懲悪（悪いものがやっつけらることが大事）などという

ことでした。同じ絵本を繰り返し読んで欲しが

ることやナンセンスと思う絵本をリクエストさ

れることも、その子どもにとっては魅力がある

ことだと捉え、一緒に楽しむことが大事だと教

えてくださいました。「私、子育てで絵本タイム

は大事にしてました！」と話してくれたのは A

先生。そんなお父さん・お母さんが増えるとい

いな～と思います。子どもの（大人も）読書離れが

話題になっています。今日から一日 5分の親子

絵本タイムを推奨します。（他のこと考えながらでは見

透かされちゃうそうです…子どもって鋭い！） 

未就園児親子活動のお知らせ 

ポスターをつくったよ。来てくれるかな 

作品展を開催します 

７日（金）～10日（月） 

土曜日は午前のみ 

9 日（日）は休み  です 

子どもたちの思いが詰まった 

作品が遊戯室に集まります。 

保護者や地域の皆様、ぜひ幼稚

園に足を運んでください。お待

ちしています。 

おもちがプーっとふくらんだよ。 

ピザやスイートポテト、王冠を回すよ。いつ

もより多く回っています（笑）（4歳児） 

 

 

↓嬉しいお客様♪ 

国スポ障スポ 2025 の応援動画撮影におお

つ光ルくんが、びわスポ巡回コーチングに

ひらやんが来てくれました 

クレパス、絵の具、サインペン、墨、ス

チレン版画などで思いを表した平面作

品。空き箱やカップなどの廃材、木片、

粘土、毛糸など様々な素材と出会い、形

づくった立体作品を展示しています。 

【おすすめ絵本】 タイトルのみ 

・いちご    ・くだもの 

・おおきなかぶ ・ももたろう 

・かいじゅうたちのいるところ 

・きゃべつくん ・やさいのおなか 

・ぐりとぐら ・はらぺこあおむし 

・だるまちゃんとてんぐちゃん 

・てぶくろ  ・わたしとあそんで 

・はなをくんくん  ・たんぽぽ 

・ふゆのめがっしょうだん  他 

それぞれのお人形が集まり、お話し中～ 

カーテンを閉め、ろうそくを灯すとそこはお話の世界。重田さんの紡ぐお話に、子どもたち

も保護者の皆様も引き込まれていきました。この日のお話は『小さな赤いセーター』など 

 

R7 年度入園説明会ではバス

の試乗が人気でした！ 

未就園児親子の弁当日も好

評です。次回は 2/17（月）

です。お待ちしていま～す 

粘土をつまんで、伸ばして…おもしろい！ 


